[bookmark: _Hlk193977832]令和７年度 安全衛生管理計画書（参考様式）
	事業場名
	
	電    話
	
	管理
番号
	※


	所 在 地
	
	労働者数
	男    　　 女  　　     計　

	事業の種類
	
	担当者名
	　



※管理番号は通知文書右下に記載のある＜　＞内の番号です。
１．健康診断の実施状況（令和６年）
	一般定期健康診断
	受診者数
	名
	有所見者数
	名
	有所見率
	％　

	深夜業に従事する者の人数
	名
	健診受診者数
	名
	有所見者数
	名　



２．安全衛生目標等
	（１）安全衛生に関する基本方針（スローガン）

	






	（２）安全衛生目標

	






３．項目別実施計画
	（１）
安全衛生管理体制の整備・強化に関する事項
	実  施  事  項
	実施時期
	担当

	
	
	
	



	（２）
設備の改善等に関する事項
	実  施  事  項
	実施時期
	担当

	
	
	
	



	（３）
４Ｓ活動、ＫＹ活動
危険箇所に安全表示
	実  施  事  項
	実施時期
	担当

	
	
	
	



	（４）
作業方法の改善に関する事項、転倒、転落切れ・こすれ、火傷
	実  施  事  項
	実施時期
	担当

	
	
	
	



	（５）
健康診断等に関する事項
	実  施  事  項
	実施時期
	担当

	
	
	
	



	（６）
安全衛生教育の実施に関する事項
	実  施  事  項
	実施時期
	担当

	
	
	
	



	（７）
腰痛対策
過重労働対策
健康確保対策
メンタルヘルス対策
等に関する事項
（ストレスチェック含む）
	実  施  事  項
	実施時期
	担当

	
	
	
	



４．転倒労働災害防止対策
	（１）ハード面の対策
	（２）ソフト面の対策

	☐	作業場・通路の整理整頓の徹底
	☐	転倒やケガをしにくい体づくりを行うための運動プログラム等を導入する

	☐	通路等の凹凸、陥没穴を確認し、解消を図る
	☐	適切な通路の設定、敷地内駐車場の車止めの「見える化」

	☐	滑りやすい箇所を確認し、防滑処理等の対策を行う
	☐	設備、什器等の角の「見える化」

	☐	水、洗剤、油等がこぼれることのない状態を維持する
	☐	転倒を予防するための教育を十分に行い、転倒災害を防止に対する意識づけをする

	☐	滑りにくい履き物の使用、防滑床材、防滑グレーチング等の導入
	☐	工場や事務所内の危険個所をマッピングして、危険情報を共有する

	☐	作業に適した靴を選んで着用し、靴底の摩耗なども定期的に点検する
	☐	転倒の危険のある場所には、標識（ステッカーなど）を設けて注意を喚起する

	
	
	☐	作業前の準備運動・転倒予防体操で筋肉をほぐし、関節の可動域を広げることや普段の歩き方の見直しをする



